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1．は じめに

　複雑地形等気流 の 流れが複雑な地区に おける大気汚染物質の

拡散濃度予 測 などで は、数値解法に よ る大気拡散モ デ ル が 有効

で ある と考え られ る 。 本研究で は 、 よ り実用的な大気拡散シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン モ デ ル 開発を目的 と し て 3 次元拡散 シ ミ ュ レーシ

ョ ン モ デ ル を構築 した 。
こ の モ デ ル を基 に栃木地区に お ける ト

レ
ー

サ
ーガ ス 拡散実験値との 対比 を行 っ た 。

2．計算方法

1）濃度計算方法

　濃度計算法は 、テ
ー

ラ
ー ・ガ ラ

ー
キ ン 法 を基 に した 1次元の

移流拡散計算式に フ t レ ス タ 法 フ ィ ル タ を適用 した手法 を基 に

行 っ た
1）

el 次元濃度計算値を時間分割法に よ り3 次元濃度 と

して 求め る 方法を採用 した 。

2）気象場 の 設定

　風 の 流れ場 は 、前報 （1）で 報告 した FDDAに よる計算結果を風

の デ ータ と して 設定 し た 。

3）拡散条件

　鉛直方向の 拡散係 数 は 、地表 面粗度 条件や気 象条件 を基 に

Shir ら の文献に 示 さ れ て い る 方法
2）
を基に 設定 した 。 水平方向

につ い て は P−G線図か ら大気安定度等を基に設定 した 。

3．　言十算恚吉果

　実測値 と計算値 と の 比較 と して 気象条件が中立時 を対象に検

討を行 っ た 。 図 1 が サ ン プリ ン グの 行わ れた地上付近 の 水平濃

度分布図 で あ る 。 トレ
ー

サ ガ ス 噴霧量は約 30Gml／s で あ る 。 計

算値 は 図 2 の とお りで あ り、 噴霧点近傍で は類似 し た 分布に な

っ て い るが 、風 下 に離れた範囲 で は計算値の 方が水平方向に広

が らず高濃度 にな っ て い る。 こ の 時 の 散布図は図 3 の とお りで

ある。実測値 の 低 い 地点が 過小予 測傾向で あ る が 、高濃度側 で

は 比較的整合性が良い もの と思わ れ る 。

4．ま とめ

　計算値の 整合性は まだ十分で は な い もの の 、本拡散モ デ ル開

発 の 見通 しが 得 られ た もの と考え て い る 。 今 後、さらに 予測モ

デ ル の 精度向上 の た め 、多 くの実測デ
ー

タ に対す る検討や各種

パ ラ メ
ータ の 検討を行う必要が あ る もの と考え ら れ．る

。
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図 1 実測値（RUN4，単位：ppt）

図 2 実測値（RUN4 ，　v ＝O．OOO7、単位 ：ppt）
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図 3 散布図 （RUN4 ，v ＝ O．0007）
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